
地
元
還
元
型
の
援
助
を

現
地
の
業
者
に
打
撃
を
与
え
な

い
よ
う
、
地
元
で
商
品
を
買
い

つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

－
生
沢
害
発
生
後
、
効
果
的
な

支
援
開
始
時
期
は
。
ま
た
支
援

の
期
間
は
。

　
◆
初
期
の
救
命
・
救
助
活
動

は
専
門
家
の
仕
事
。
私
た
ち
の

要
な
被
災
者
に
義
援
金
や
物
資
　
◆
阪
神
大
震
災
の
被
災
地
で

が
届
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
だ
。
は
、
裕
福
で
は
な
い
人
も
多
く

そ
の
た
め
に
は
、
信
頼
で
き
る
の
援
助
を
し
て
い
る
。
「
少
し

現
地
の
市
民
団
体
な
ど
に
直
接
身
を
削
っ
て
」
と
い
う
気
持
ち

渡
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
。
地
も
必
要
で
は
な
い
か
。
お
金
だ

域
社
会
全
体
に
還
元
で
き
る
援
け
で
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

助
か
大
切
で
、
学
校
の
再
建
な
な
っ
て
時
間
や
専
門
知
識
な
ど

ど
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
　
　
も
提
供
し
て
ほ
し
い
。

－
継
続
的
な
支
援
の
た
め
に
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
阪
神
大
震
災
の
被
災
地
に

は
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
っ
て
国
際
支
援
の
意
義
は
。

　
◆
そ
れ
ぞ
れ
が
関
心
を
持
ち

続
け
る
こ
と
が
必
要
だ
が
、
メ

デ
ィ
ア
も
息
長
く
報
道
し
て
ほ

し
い
。
災
害
直
後
は
人
命
救
出

の
現
場
な
ど
を
生
々
し
く
報
道

す
る
が
、
す
ぐ
熱
が
冷
め
て
し

ま
う
。
だ
べ
被
災
地
の
苦
闘

は
長
期
的
に
続
く
。

‐
’
－
支
援
と
い
う
と
物
資
や
お

金
を
考
え
が
ち
だ
が
。

　
◆
阪
神
大
震
災
ま
で
は
世
界

の
ど
こ
か
で
災
害
が
起
き
て

も
、
実
感
を
な
か
な
か
持
て
な

か
っ
た
。
し
か
し
今
で
は
「
私
だ

ち
と
同
じ
よ
う
に
苦
し
ん
で
い

る
人
が
い
る
」
と
い
う
気
持
ち

に
な
る
。
阪
神
大
震
災
の
被
災

地
の
人
々
は
、
苦
し
ん
だ
分
、

「
地
球
市
民
」
と
し
て
連
帯
し
て

い
け
る
可
能
性
が
あ
る
。

役
割
は
中
期
的
な
復
興
支
援
に

あ
る
。
ま
ず
、
何
か
必
要
か
現
地

調
査
し
た
上
、
援
助
す
る
。
期

間
は
大
体
半
年
か
ら
１
年
ぐ
ら

い
が
め
ど
。
５
年
、
1
0
年
か
か
る

本
来
の
復
興
は
、
そ
の
国
の
政

府
や
住
民
が
担
う
し
か
な
い
。

－
－
’
効
果
的
な
支
援
に
す
る
た

め
に
重
要
な
点
は
。

　
◆
成
否
の
分
か
れ
目
は
、
必

〃g］

こジ）

　
　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
ー
万
４
０
０
０
人
以
上
の
命
が
奪
わ
れ
た
　
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
、
本
部
・
岡
山
市
）

ト
ル
コ
大
地
震
。
被
害
の
大
き
さ
か
ら
、
日
　
と
、
社
会
奉
仕
団
体
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

本
人
の
だ
れ
も
が
阪
神
大
震
災
を
思
い
起
こ
　
を
中
心
と
す
る
救
援
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
ら

し
た
。
民
間
か
ら
救
援
の
手
を
差
し
伸
べ
、
は
、
阪
神
大
震
災
を
起
点
に
芽
生
え
た
助
け

緊
急
援
助
を
終
え
帰
国
し
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
　
合
い
の
精
神
を
語
っ
て
い
た
。
【
野
原
靖
】

医
師
の
心
の
ケ
ア

重
要
性
を
痛
感

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
ト
ル
コ
派
遣
医

療
チ
ー
ム
は
1
4
入
。
上
田
明
彦

医
師
（
3
2
）
＝
東
京
都
調
布
市
在

住
＝
は
、
震
源
地
イ
ズ
ミ
ト
の

南
西
十
数
ご
の
無
医
村
の
ヌ
シ

ェ
テ
ィ
エ
村
（
入
口
約
１
０
０

０
入
）
に
入
り
、
延
べ
４
０
０

入
を
診
察
し
た
。
阪
神
大
震
災

で
も
指
摘
さ
れ
た
心
の
ケ
ア
の

重
要
性
を
痛
感
し
た
と
い
う
。

　
　
「
明
ら
か
に
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
（
心

的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
）
の

患
者
が
い
た
。
ほ
か
に
も
『
眠

れ
な
い
』
な
ど
地
震
の
シ
ョ
ッ

ク
が
原
因
と
見
ら
れ
る
訴
え
が

相
次
い
だ
」
と
振
り
返
り
、
地

元
の
医
師
に
よ
る
心
の
ケ
ア
の

必
要
性
を
指
摘
し
た
。

　
上
田
医
師
は
阪
神
大
震
災
で

は
、
組
織
に
属
さ
な
い
個
人
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し

た
。
「
震
災
が
起
き
た
時
、
私
は

長
野
県
の
勤
務
医
で
す
ぐ
に
病

院
を
抜
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
週

末
に
や
っ
と
神
戸
に
行
け
た
」
。

そ
の
後
、
勤
務
医
を
辞
め
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
に
入
っ
た
が
、
そ
の
経
験
現
地
に
送
っ
た
。
同
ク
ラ
ブ
と

か
ら
「
大
災
害
が
発
生
し
た
ら
、
の
協
力
は
初
め
て
。
全
国
で
1
5

す
ぐ
被
災
地
に
行
け
る
よ
う
、
万
人
余
の
会
員
を
抱
え
る
同
ク

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
制
度
の
祭
ラ
ブ
が
組
織
の
強
み
を
生
か

備
な
ど
が
必
要
」
と
話
す
。
　
し
、
い
ち
早
く
資
金
協
力
を
申

国
際
組
織
の
強
み
　
し
ハ
ペ
ハ
ハ
い

ク
ラ
ブ
国
際
協

素
早
く
資
金
協
力
会
の
東
京
地
区
の
責
任
者
ヽ
見

　
今
回
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
第
２
次
上
良
也
さ
ん
は
、
救
援
チ
ー
ム

派
遣
か
ら
、
日
本
の
ラ
イ
オ
ン
と
と
も
に
ト
ル
コ
入
り
し
た
。

ズ
ク
ラ
ブ
と
の
合
同
チ
ー
ム
を
国
際
組
織
の
強
み
を
生
か
し
て

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｆ

Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
ｉ
ｉ
ｌ
ｌ
－
ｌ
ｌ
Ｌ
ｉ
ｄ

as〃゛

り
、
阪
神
大
震
災
以
後
の
自
然

災
害
に
対
す
る
緊
急
救
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
だ
け
で
1
2
力
国
、
2
0

回
以
上
の
実
戦
が
あ
る
。
医
師

団
は
原
則
と
し
て
多
国
籍
で
構

成
し
、
「
困
っ
た
時
は
お
互
い

さ
ま
」
が
基
本
精
神
だ
。

現
地
の
ク
ラ
ブ
と
緊
急
会
合
を

開
き
、
今
月
2
0
日
ま
で
に
心
の

ケ
ア
の
応
急
拠
点
を
作
る
こ
と

を
決
め
て
き
た
と
い
う
。
ま
た
、

冬
が
近
い
の
で
、
す
ぐ
に
で
も

仮
設
住
宅
が
大
量
に
必
要
に
な

る
と
思
い
、
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
街

の
建
設
を
申
し
入
れ
た
。
「
1
0

月
中
旬
に
は
日
本
か
ら
１
０
０

万
ご
が
拠
出
で
き
る
は
ず
」
と

見
上
さ
ん
。
拠
出
規
模
は
世
界

的
に
も
突
出
し
て
い
る
と
い
い

　
「
こ
れ
が
実
現
し
た
の
も
阪
神

大
震
災
で
の
苦
労
を
見
聞
さ
し

て
い
る
か
ら
だ
」
と
話
す
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
ロ
シ
ア
の
サ

ハ
リ
ン
地
震
（
１
９
９
５
年
５

月
）
や
中
国
・
雲
南
省
地
震
（
9
6

年
２
月
）
な
ど
、
多
く
の
災
害

に
医
師
な
ど
を
派
遣
し
て
お

募
金
受
け
付
け

　
毎
日
新
聞
社
会
事
業
団

の
救
援
募
金
は
、
「
ト
ル
コ

地
震
救
援
金
」
と
明
記
し

て
、
左
記
へ
郵
便
振
替
、
現

金
書
留
で
送
金
し
て
い
た

だ
く
か
、
直
接
ご
持
参
下

さ
い
。
な
お
、
物
資
の
受
け

付
け
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
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ト
ル
コ
の
山
村
で
緊
急
医
療
活
動
を
行
う
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

上
田
医
師
（
右
）
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国
際
支
援
活
動
を
続
け
る

「
阪
神
大
震
災
地
元
Ｎ
Ｇ
Ｏ
救

援
連
絡
会
議
」
代
表
の
草
地
賢

丁
姫
路
工
業
大
教
授
（
国
際

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
論
）
に
、
被
災

地
支
援
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い

て
聞
い
た
。
「
井
上
大
作
」
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こ
れ
ま
で
の
活
動
で
、
支

援
内
容
は
変
わ
っ
た
か
。

　
◆
阪
神
大
震
災
後
間
も
な
い

サ
ハ
リ
ン
地
震
で
は
、
毛
布
な

ど
物
資
を
送
っ
た
が
、
義
援
金

中
心
に
変
え
た
。
物
資
に
よ
る

支
援
は
人
手
や
輸
送
費
が
か
か

り
、
平
等
な
分
配
も
難
し
い
か

ら
だ
。
物
資
を
送
る
場
合
も
、
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